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1.  平成23年8月期第2四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成23年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年8月期第2四半期 7,126 4.9 1,030 17.9 1,059 22.2 597 25.8
22年8月期第2四半期 6,791 8.5 874 14.4 866 9.1 474 8.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年8月期第2四半期 126.71 ―
22年8月期第2四半期 102.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年8月期第2四半期 14,074 6,513 46.3 1,409.17
22年8月期 15,394 6,369 41.4 1,319.19

（参考） 自己資本   23年8月期第2四半期  6,513百万円 22年8月期  6,369百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年8月期 ― 15.00 ― 25.00 40.00
23年8月期 ― 15.00
23年8月期 

（予想）
― 25.00 40.00

3.  平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,100 4.3 1,980 27.8 2,000 27.6 1,000 19.1 212.66



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信 【添付資料】P.3 「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年8月期2Q 4,844,600株 22年8月期  4,844,600株
② 期末自己株式数 23年8月期2Q  222,229株 22年8月期  16,229株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年8月期2Q 4,713,871株 22年8月期2Q 4,621,907株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

   当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、新興国の経済成長や政府による経済対策により、企業収益

の回復が見られたものの、長期的な円高や雇用情勢の悪化などから実態経済面では依然として厳しい状況が続き、

本格的な景気回復には至っておりません。 

  このような経済環境のもと、当企業グループは、婚礼衣裳の製造メーカー機能を軸としてブライダル市場の川中

事業であるショップ事業（レンタル及び直販）に引続き注力しております。 

  ホールセール事業につきましては、平成22年12月には、「Scena D’uno（シェーナ・ドゥーノ）」の新作ドレス

コレクションを発表いたしました。 

  式場事業につきましては、計画しておりました平成23年３月開業の結婚式場「アイネス ヴィラノッツェ 沖縄」

（沖縄県名護市）の新設が平成23年１月に完了し、平成23年２月25日には「プレオープニングレセプション」を行

いました。また、結婚式場「アイネス ヴィラノッツェ 宝ヶ池」（京都市左京区）につきましても、平成13年２月

の開業後10年が経過したことから大幅な改装工事を実施し、平成23年２月にリニューアルオープンいたしました。

両結婚式場とも早期の設備投資資金の回収を目指し受注獲得に注力しております。なお、「アイネス ヴィラノッ

ツェ 宝ヶ池」につきましては、今回の改装工事に伴い従前の内装設備等の一部につき固定資産除却損 百万円を

計上しております。  

  次に、当社は、資本効率の向上及び今後の経営環境の変化等に対応した機動的な資本政策の遂行を図るため、第

１四半期連結会計期間に実施した自己株式 株（ 百万円）の取得に続き、平成23年１月７日開催の取締役

会において、取得する株式の総数 株（上限）、取得する期間平成23年１月11日から平成23年２月21日、取得

価額の総額 百万円（上限）とする自己株式の取得を決議し、自己株式 株（ 百万円）を取得いたしまし

た。 

  以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益は

百万円（同 ％増）、経常利益は 百万円（同 ％増）となり、四半期純利益は 百万円（同 ％増）

となりました。 

  

  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しており、前年同四半期比については、前年同四半期を新セグメント区分に組み

替えて算出しております。 

  また、以下の数値は、売上高につきましてはセグメント内及びセグメント間の取引消去後、営業利益又は営業

損失につきましては、セグメント内及びセグメント間の取引消去前となっております。 

 ① ホールセール事業 

  製・商品売上は、ブランドドレスの販売が伸び悩んだことにより、売上高は 百万円（前年同四半期比

％減）、レンタル収入等は、主力のリース事業（貸衣裳店向けレンタル）が景気減速の影響を受け減少し

たことにより、売上高は 百万円（同 ％減）となりました。 

  この結果、ホールセール事業の売上高は 百万円（同 ％減）となり、営業利益はレンタル衣裳の耐用

年数の見直しによる増益効果もありましたが、 百万円（同 ％減）となりました。  

 ② ショップ事業 

  既存店の取扱件数は減少いたしましたが、平成22年４月に開業した「アルカンシエル リュクスマリアージ

ュ名古屋」衣裳室等の新規店舗の貢献もあり、製・商品売上の売上高は 百万円（同 ％減）、国内レンタ

ル収入等の売上高は 百万円（同 ％増）となりました。海外レンタル収入等は、平成22年４月に開業し

た「オーシャン スイート ワイキキ ～ペントハウス ウエディング～」等の新設効果により、ハワイ及びミク

ロネシアにおける取扱件数が増加したことから、売上高は 百万円（同 ％増）となりました。  

  この結果、ショップ事業の売上高は 百万円（同 ％増）となり、営業利益はレンタル衣裳の耐用年

数の見直しによる増益効果もあり、 百万円（前年同四半期は 百万円の利益）となりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 ③ 式場事業 

  施行組数は 組と前年同四半期に比べ 組減少いたしましたが、式場事業の単独事業会社化に伴う売上構造

の変更により、売上高は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。一方、利益面では、式場事業の

単独事業会社化（事業譲渡）に伴う不動産取得税等の一時的な費用の発生及び平成23年３月開業の結婚式場

「アイネス ヴィラノッツェ 沖縄」（沖縄県名護市）の運営会社である株式会社クラウディア沖縄における開

業準備費用の発生により、営業損失 百万円（前年同四半期は 百万円の利益）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

  当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金 百万円、受取手形及び売掛金 百万円の減少によるものであります。固定

資産は、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりました。これは主に、結婚式場「アイネ

ス ヴィラノッツェ 沖縄」（沖縄県名護市）の新設等による有形固定資産 百万円の増加によるものでありま

す。この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。 

   流動負債は、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に、１年内返済

予定の長期借入金 百万円の増加、短期借入金 百万円の減少によるものであります。固定負債は、前連結会

計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりました。これは主に、長期借入金 百万円、資産除去債務

百万円の増加、社債 百万円の減少によるものであります。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ

百万円減少し、 百万円となりました。 

   純資産は、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりました。これは主に、利益剰余金

百万円の増加、第１四半期連結会計期間に実施した自己株式 株（ 百万円）の取得及び当第２四半期連結

会計期間に実施した自己株式 株（ 百万円）の取得、あわせて自己株式 株の取得による自己株式

百万円の増加、為替換算調整勘定 百万円の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は ％となり

ました。  

② キャッシュ・フローの状況  

  当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが 百万円の

収入、投資活動によるキャッシュ・フローが 百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが 百万円

の支出となり、この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）期末残高

は、 百万円（前年同四半期は 百万円）となりました。 

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動により得られた資金は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益 百万円、減価償却費 百万円等を源泉とする収入があった一方で、レンタル衣裳の増加

百万円、法人税等の支払額 百万円等の支出によるものであります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動により使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。これは主に、定期

預金の払戻による 百万円等の収入があった一方で、定期預金の預入による 百万円、結婚式場「アイネス ヴィ

ラノッツェ 沖縄」（沖縄県名護市）の新設等による有形固定資産の取得 百万円の支出によるものであります。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動により使用した資金は 百万円（同 百万円の使用）となりました。これは主に、長期借入れによ

る 百万円の収入があった一方で、短・長期借入金の返済 百万円、自己株式の取得 百万円、配当金の

支払額 百万円の支出によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震による被害、計画停電等による経済活動への影響及

び冠婚行事の自粛等により、当企業グループ業績に対する影響が少なからず想定されますが、当該影響額につきま

しては現在精査中であります。従いまして、現時点におきましては、平成23年１月５日発表の業績予想を変更して

おりません。今後、業績予想に関して修正が必要となった場合には、速やかに開示してまいります。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

 なお、第１四半期連結会計期間より、株式会社クラウディア沖縄を新たに設立し連結の範囲に含めているため連

結の範囲の変更はありましたが、特定子会社には該当いたしません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更  

（a）資産除去債務に関する会計基準の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整

前四半期純利益は 千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は 千円であります。 

（b）企業結合に関する会計基準等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等

に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平

成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基

準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

２．その他の情報

1,547

13,621

55,245
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,298,999 3,065,768

受取手形及び売掛金 1,290,015 1,330,151

有価証券 － 10,000

商品及び製品 274,842 319,420

仕掛品 208,432 181,672

原材料 122,828 142,827

貯蔵品 130,500 119,184

繰延税金資産 282,134 249,327

その他 309,259 363,598

貸倒引当金 △28,679 △45,755

流動資産合計 3,888,334 5,736,194

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,971,788 4,096,036

減価償却累計額 △1,578,776 △1,481,166

建物及び構築物（純額） 3,393,012 2,614,869

機械装置及び運搬具 305,469 296,393

減価償却累計額 △202,479 △191,214

機械装置及び運搬具（純額） 102,990 105,178

工具、器具及び備品 491,771 421,336

減価償却累計額 △305,704 △301,876

工具、器具及び備品（純額） 186,067 119,460

レンタル衣裳 343,200 －

減価償却累計額 △104,230 －

レンタル衣裳（純額） 238,970 －

土地 3,063,227 3,063,227

建設仮勘定 52,809 599,020

有形固定資産合計 7,037,077 6,501,757

無形固定資産   

借地権 30,782 34,711

のれん 203,294 220,236

その他 7,756 7,756

無形固定資産合計 241,833 262,704

投資その他の資産   

投資有価証券 107,660 107,595

保険積立金 218,348 214,409

差入保証金 2,123,682 2,094,912

繰延税金資産 217,724 253,680

その他 333,435 278,781

貸倒引当金 △93,850 △55,870

投資その他の資産合計 2,907,001 2,893,509

固定資産合計 10,185,912 9,657,971

資産合計 14,074,247 15,394,165
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 389,518 392,615

短期借入金 196,000 2,200,000

1年内償還予定の社債 165,000 165,000

1年内返済予定の長期借入金 1,192,260 954,208

未払法人税等 401,999 385,498

賞与引当金 171,815 165,772

役員賞与引当金 42,600 81,740

その他 873,007 1,339,147

流動負債合計 3,432,200 5,683,982

固定負債   

社債 1,047,500 1,130,000

長期借入金 2,480,589 1,699,628

役員退職慰労引当金 462,436 452,460

資産除去債務 79,193 －

繰延税金負債 7,612 2,945

その他 50,994 55,623

固定負債合計 4,128,325 3,340,656

負債合計 7,560,526 9,024,639

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,071,590 1,071,590

資本剰余金 1,228,876 1,228,876

利益剰余金 4,667,273 4,190,704

自己株式 △273,085 △15,460

株主資本合計 6,694,655 6,475,710

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △299 △338

為替換算調整勘定 △180,634 △105,845

評価・換算差額等合計 △180,934 △106,183

純資産合計 6,513,720 6,369,526

負債純資産合計 14,074,247 15,394,165
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 6,791,130 7,126,816

売上原価 2,253,325 2,172,772

売上総利益 4,537,805 4,954,043

販売費及び一般管理費 3,663,346 3,923,131

営業利益 874,458 1,030,911

営業外収益   

受取利息 1,004 5,554

受取配当金 30 31

受取賃貸料 11,811 10,730

受取手数料 11,640 11,241

為替差益 － 2,361

その他 30,356 26,898

営業外収益合計 54,843 56,817

営業外費用   

支払利息 27,567 25,929

為替差損 25,744 －

株式交付費 7,425 －

その他 1,686 2,715

営業外費用合計 62,423 28,645

経常利益 866,878 1,059,083

特別利益   

固定資産売却益 212 15

貸倒引当金戻入額 40,776 －

保険解約返戻金 － 3,503

特別利益合計 40,988 3,518

特別損失   

固定資産売却損 215 －

固定資産除却損 6,650 18,632

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,074

特別損失合計 6,865 30,706

税金等調整前四半期純利益 901,000 1,031,896

法人税、住民税及び事業税 461,615 428,712

法人税等調整額 △35,459 5,904

法人税等合計 426,156 434,617

少数株主損益調整前四半期純利益 － 597,278

四半期純利益 474,844 597,278
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成23年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 901,000 1,031,896

減価償却費 193,344 201,781

のれん償却額 16,941 16,941

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40,776 20,904

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,934 6,426

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36,372 △39,140

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,976 9,976

受取利息及び受取配当金 △1,034 △5,585

支払利息 27,567 25,929

株式交付費 7,425 －

固定資産売却損益（△は益） 3 △15

固定資産除却損 6,650 18,632

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,074

売上債権の増減額（△は増加） △108,337 △153,733

たな卸資産の増減額（△は増加） 47,152 21,387

レンタル衣裳の増減額（△は増加） － △238,970

差入保証金の増減額（△は増加） △43,500 52,272

仕入債務の増減額（△は減少） △64,608 2,917

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,951 △65,831

その他 △5,944 △50,747

小計 882,471 867,114

利息及び配当金の受取額 1,324 3,166

利息の支払額 △27,566 △26,214

法人税等の支払額 △483,775 △382,238

営業活動によるキャッシュ・フロー 372,454 461,827

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △47,225 △130,484

定期預金の払戻による収入 20,192 51,316

有価証券の取得による支出 △10,000 －

有価証券の償還による収入 10,000 10,000

有形固定資産の取得による支出 △153,260 △779,355

有形固定資産の売却による収入 7,403 301

貸付けによる支出 △9,117 －

貸付金の回収による収入 36,015 900

投資活動によるキャッシュ・フロー △145,991 △847,322

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △168,000 △2,004,000

長期借入れによる収入 500,000 1,950,000

長期借入金の返済による支出 △877,514 △930,987

社債の償還による支出 △82,500 △82,500

自己株式の処分による収入 563,252 －

自己株式の取得による支出 △28 △257,625

配当金の支払額 △108,954 △120,616

財務活動によるキャッシュ・フロー △173,744 △1,445,728

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,459 △10,688

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 45,258 △1,841,910

現金及び現金同等物の期首残高 1,016,454 3,000,121

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,061,712 1,158,211
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該当事項はありません。   

  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年２月28日）において、当企業グループは、婚礼

に関連したブライダル事業を主たる事業としており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありませ

ん。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年２月28日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

  ハワイ・・・米国ハワイ州のみをその地域としております。  

  その他・・・ミクロネシア（グアム及びサイパン）、オーストラリア、中華人民共和国、ベトナム社会

  主義共和国 

   

【海外売上高】  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年２月28日）において、海外売上高の合計が連結

売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
ハワイ 
（千円） 

その他  
（千円）  

計 
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結 
（千円） 

 売上高                                    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 6,674,694  101,973  14,462  6,791,130  －  6,791,130

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 969,895  205,047  335,799  1,510,742  (1,510,742)  －

計  7,644,590  307,021  350,261  8,301,872  (1,510,742)  6,791,130

 営業利益  987,291  18,112  6,016  1,011,420  (136,961)  874,458
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【セグメント情報】 

 ① 報告セグメントの概要  

当企業グループの報告セグメントは、当企業グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う事業セグメントのう

ち、経済的特徴や製品・サービスの内容等が概ね類似しているものを集約したものであります。 

当企業グループは、婚礼衣裳の企画・製造・卸売及び貸衣裳店向けのレンタルを行う「ホールセール事業」、

インショップ及びオープンショップの運営並びに国内外リゾート挙式サービスを行う「ショップ事業」、結婚式

場の運営を行う「式場事業」の３つを報告セグメントとしており、この報告セグメントごとに包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。 

 ② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成23年２月28日） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額の内容は以下のとおりであります。 

     （単位：千円） 

     ※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。    

 ③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

   該当事項はありません。 

  （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１． 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２． 
ホールセール

事業 
ショップ 
事業 

式場事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  2,219,995  3,924,021  982,799  7,126,816  －  7,126,816

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 1,100,026  670,146  1,200  1,771,373  (1,771,373)  －

計  3,320,022  4,594,167  983,999  8,898,189  (1,771,373)  7,126,816

セグメント利益又は損失 

（△） 
 415,379  756,602  △74  1,171,908  (140,996)  1,030,911

  当第２四半期連結累計期間 

セグメント間取引消去・そ
の他調整額 

 38,761

全社費用※  △179,757

合計  △140,996

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しており、前年同四半期比については、前年同四半期を新セグメント区分に組み替えて算出し

ております。  

① 生産実績 

 当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は、製造原価額（一部予定原価額を含む）によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

② 受注状況 

 当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．ホールセール事業については、製・商品の販売価額によっております。 

      なお、ホールセール事業のうちリース事業（貸衣裳店向けレンタル）については、当該事業の性質上受注高

及び受注残高を正確に把握することが困難であるため含めておりません。 

    ２．ショップ事業及び式場事業については、施行予定月ごとの受注状況管理を行っているため、受注高及び受注

残高を把握することが困難であり記載しておりません。 

      なお、式場事業については、金額による記載に代えて組数による記載をしております。  

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

③ 販売実績 

 当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

    ２．セグメント間の取引については相殺消去しております。  

    ３．販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。  

４．補足情報

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年９月１日 
至 平成23年２月28日） 

前年同四半期比（％） 

ホールセール事業（千円）  599,220  90.7

ショップ事業（千円）  －  －

式場事業（千円）  －  －

合計（千円）  599,220  90.7

セグメントの名称 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年９月１日 
至 平成23年２月28日）  

受注高 
前年同四半期比 

(％) 
受注残高 

前年同四半期比 
(％) 

ホールセール事業（千円）  1,957,359  95.0  1,349,695  106.8

ショップ事業（千円）  －  －  －  －

式場事業（組）  422  137.5  596  136.7

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年９月１日 
至 平成23年２月28日） 

前年同四半期比（％） 

ホールセール事業（千円）  2,219,995  90.2

ショップ事業（千円）  3,924,021  115.2

式場事業（千円）  982,799  106.6

合計（千円）  7,126,816  104.9
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